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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月7日(2014.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数搬送波をサポートするネットワークにおいて、端末が搬送波設定情報を受信する方
法であって、
　前記端末が基地局に、前記ネットワークの搬送波設定変更カウントの最新の受信した値
を含む第１のメッセージを送信する段階と、
　前記端末が前記基地局から、前記第１のメッセージに応答して第２のメッセージを受信
する段階であって、前記第２のメッセージは前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウ
ントの現在値を含む、段階と、
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値が無効の場合
、
　　前記端末が前記基地局から、現在の搬送波設定情報を含む第３のメッセージを受信す
る段階と、
　　前記端末が前記基地局に、前記端末がサポートする搬送波に関する情報を含む第４の
メッセージを送信する段階と、
　　前記端末が前記基地局から、前記端末に割り当てられた搬送波に関する情報を含む第
５のメッセージを受信する段階と、
を有する方法。
【請求項２】
　前記現在の搬送波設定情報は、
　前記ネットワークに大域的に適用される少なくとも一つの搬送波グループの設定情報を
有することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値は、前記端末
が搬送波設定情報を以前に受信したことがないことを指示するために、０に設定されるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末は、前記第３のメッセージを受信するまで複数搬送波関連動作を行わないこと
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を特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のメッセージは登録要求（ＡＡＩ―ＲＥＧ―ＲＥＱ）メッセージを有し、
　前記第２のメッセージは登録応答（ＡＡＩ―ＲＥＧ―ＲＳＰ）メッセージを有し、
　前記第３のメッセージは大域搬送波設定（ＡＡＩ―Ｇｌｏｂａｌ―ＣＦＧ）メッセージ
を有し、
　前記搬送波設定変更カウントは大域搬送波設定変更カウントを有する、
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　複数搬送波をサポートするネットワークにおいて、基地局が端末に搬送波設定情報を送
信する方法であって、
　前記基地局が前記端末から、前記ネットワークの搬送波設定変更カウントの最新の受信
した値を含む第１のメッセージを受信する段階と、
　前記基地局が前記端末に、前記第１のメッセージに応答して第２のメッセージを送信す
る段階であって、前記第２のメッセージは前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウン
トの現在値を含む、段階と、
　前記基地局が、前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した
値が有効かどうかを検査する段階と、
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値が無効の場合
、
　　前記基地局が前記端末に、現在の搬送波設定情報を含む第３のメッセージを送信する
段階と、
　　前記基地局が前記端末から、前記端末がサポートする搬送波に関する情報を含む第４
のメッセージを受信する段階と、
　　前記基地局が前記端末に、前記端末に割り当てられた搬送波に関する情報を含む第５
のメッセージを送信する段階と、
を有する方法。
【請求項７】
　前記現在の搬送波設定情報は、
　前記ネットワークに大域的に適用される少なくとも一つの搬送波グループの設定情報を
有することを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値は、前記端末
が搬送波設定情報を以前に受信したことがないことを指示するために、０に設定されるこ
とを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記端末は、前記第３のメッセージを受信するまで複数搬送波関連動作を行わないこと
を特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のメッセージは登録要求（ＡＡＩ―ＲＥＧ―ＲＥＱ）メッセージを有し、
　前記第２のメッセージは登録応答（ＡＡＩ―ＲＥＧ―ＲＳＰ）メッセージを有し、
　前記第３のメッセージは大域搬送波設定（ＡＡＩ―Ｇｌｏｂａｌ―ＣＦＧ）メッセージ
を有し、
　前記搬送波設定変更カウントは大域搬送波設定変更カウントを有する、
ことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　複数搬送波をサポートするネットワークにおいて搬送波設定情報を受信するように構成
された端末であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサの制御によって外部との間で無線信号を送受信するように構成された無
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線周波（ＲＦ）モジュールと、を備え、
　前記プロセッサは、
　基地局に前記ネットワークの搬送波設定情報変更カウントの最新の受信した値を含む第
１のメッセージを送信し、
　前記基地局から、前記第１のメッセージに応答して第２のメッセージを受信し、前記第
２のメッセージは前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの現在値を含み、
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値が無効の場合
、
　　前記基地局から、現在の搬送波設定情報を含む第３のメッセージを受信し、
　　前記基地局に、前記端末がサポートする搬送波に関する情報を含む第４のメッセージ
を送信し、
　　前記基地局から、前記端末に割り当てられた搬送波に関する情報を含む第５のメッセ
ージを受信するように構成される、端末。
【請求項１２】
　前記現在の搬送波設定情報は、
　前記ネットワークに大域的に適用される少なくとも一つの搬送波グループの設定情報を
有することを特徴とする、請求項１１に記載の端末。
【請求項１３】
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値は、前記端末
が搬送波設定情報を以前に受信したことがないことを指示するために、０に設定されるこ
とを特徴とする、請求項１１に記載の端末。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記第３のメッセージが受信されるまで複数搬送波関連動作を行わ
ないように制御することを特徴とする、請求項１１に記載の端末。
【請求項１５】
　第１のメッセージは登録要求（ＡＡＩ―ＲＥＧ―ＲＥＱ）メッセージを有し、
　第２のメッセージは登録応答（ＡＡＩ―ＲＥＧ―ＲＳＰ）メッセージを有し、
　第３のメッセージは大域搬送波設定（ＡＡＩ―Ｇｌｏｂａｌ―ＣＦＧ）メッセージを有
し、
　前記搬送波設定変更カウントは大域搬送波設定変更カウントを有する、
ことを特徴とする、請求項１１に記載の端末。
【請求項１６】
　前記第４のメッセージは複数搬送波要求（ＡＡＩ―ＭＣ―ＲＥＱ）メッセージを有し、
前記第５のメッセージは複数搬送波応答（ＡＡＩ―ＭＣ―ＲＳＰ）メッセージを有するこ
とを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第３のメッセージのＭＡＣ制御拡張ヘッダ（ＭＣＥＨ）のポーリングビットは１に
設定されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　複数搬送波をサポートするネットワークにおいて、搬送波設定情報を送信する基地局で
あって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサの制御によって外部との間で無線信号を送受信するように構成された無
線周波（ＲＦ）モジュールと、を備え、
　前記プロセッサは、
　前記端末から、前記ネットワークの搬送波設定変更カウントの最新の受信した値を含む
第１のメッセージを受信し、
　前記端末に、前記第１のメッセージに応答して第２のメッセージを送信し、前記第２の
メッセージは前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの現在値を含み、
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値が有効かどう
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かを検査し、
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値が無効の場合
、
　　前記端末に、現在の搬送波設定情報を含む第３のメッセージを送信し、
　　前記端末から、前記端末がサポートする搬送波に関する情報を含む第４のメッセージ
を受信し、
　　前記端末に、前記端末に割り当てられた搬送波に関する情報を含む第５のメッセージ
を送信するように構成される、基地局。
【請求項１９】
　前記ネットワークの前記搬送波設定変更カウントの前記最新の受信した値は、前記端末
が搬送波設定情報を以前に受信したことがないことを指示するために、０に設定されるこ
とを特徴とする、請求項１８に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記第３のメッセージのＭＡＣ制御拡張ヘッダ（ＭＣＥＨ）のポーリングビットは１に
設定されることを特徴とする、請求項１８に記載の基地局。
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